
党
鶴
岡
市
議
団
長

市
議
会
議
員

加
藤
太
一

あ
っ
と
い
う
間
に
新
し

い
年
を
迎
え
ま
し
た
。
議

員
に
な
っ
て

年
目
の

26

年
、
３
月
議
会
は
１
０
０

回
目
の
一
般
質
問
で
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
に
改
め
て

感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

「
戦
争
へ
ひ
た
走
る
国
」

「
貧
困
が
拡
大
す
る
国
」

は
、
人
間
を
大
事
に
し
な

い
人
権
と
知
性
欠
落
の
政

治
で
す
。

「
ア
ベ
政
治
を
許
さ
な

い
」
昨
年
、
日
本
中
で
掲

げ
ら
れ
た
フ
レ
ー
ズ
で

す
。
今
年
は
、
こ
の
フ
レ

ー
ズ
を
本
当
に
実
現
す
る

た
め
に
一
緒
に
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
。

市
議
会
議
員

加
藤
鉱
一

今
年
は
平
成
大
合
併
の

特
例
が
失
わ
れ
る
地
方
交

付
税
の
大
幅
削
減
の
初
年

度
で
す
（
今
後
５
年
間
で

一
本
算
定
に
）。

合
併
地
獄
の
第
２
ス
テ

ー
ジ
に
さ
せ
な
い
こ
と
が

肝
心
で
す
。

新
潟
県
上
越
市
や
島
根

県
雲
南
市
な
ど
合
併
自
治

体
の
地
域
内
分
権
や
小
規

模
多
機
能
自
治
な
ど
に
学

び
、
地
域
自
治
の
回
復
で

ま
ち
・
む
ら
の
再
生
を
図

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
民
主
主
義
と
立
憲
主

義
を
取
り
戻
す
」
た
た
か

い
を
、
地
方
政
治
の
変
革

に
も
生
か
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

市
議
会
議
員

菅
井

巌

「
空
気
は
読
む
も
の
で
な

く
、
変
え
る
も
の
」
シ
ー

ル
ズ
の
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
、
い
ま
政
治
を
突
き
動

か
し
て
い
ま
す
。

戦
争
法
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
原

発
再
稼
働
、消
費
税
増
税
、

沖
縄
米
軍
基
地
な
ど
な

ど
、
「
ア
ベ
政
治
は
許
さ

な
い
！
」
市
民
の
怒
り
を

束
に
し
て
、
参
議
院
選
挙

で
審
判
を
下
す
年
に
。

地
域
農
業
を
守
る
た

め
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
大
筋
合
意
を

許
さ
ず
、
百
害
あ
っ
て
一

利
の
な
い
協
定
の
調
印
、

批
准
さ
せ
な
い
運
動
に
全

力
を
あ
げ
ま
す
。

市
民
の
暮
ら
し
、
身
近

な
要
求
実
現
の
た
め
に
、

年
男

歳
（
申
年
）
、
頑

48

張
り
ま
す
。
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関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

２
０
１
６
年

元
旦

日
本
共
産
党
鶴
岡
地
区
委
員
会

日
本
共
産
党
鶴
岡
市
議
団

前
進
、
変
化
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。
戦
争
法
廃
止
め

ざ
す
国
民
連
合
政
府
の
提

案
や
、
原
発
再
稼
働
や
Ｔ

Ｐ
Ｐ
な
ど
安
倍
暴
走
政
治

を
許
さ
な
い
と
い
う
訴
え

が
多
く
の
有
権
者
の
心
に

届
い
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
今
年
は
大
震
災

と
原
発
事
故
か
ら
５
年
。

震
災
を
メ
モ
リ
ア
ル
に
し

た
り
、
原
発
事
故
が
終
わ

っ
た
こ
と
に
し
ょ
う
と
す

る
政
府
を
許
さ
ず
、
被
災

者
が
主
役
の
復
興
へ
、
力

を
あ
わ
せ
ま
し
ょ
う
。
夏

の
参
議
院
選
挙
は
い
わ
ぶ

ち
友
さ
ん
を
必
ず
国
会

へ
。
そ
し
て
全
国
の
勝
利
、

躍
進
で
安
倍
自
公
政
権
を

終
わ
ら
せ
ま
し
ょ
う
。
ご

一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

衆
議
院
議
員

高
橋
千
鶴
子

昨
年
は
地
方
選
挙
が
続

き
ま
し
た
が
、
宮
城
県
議

選
で
の
倍
増
を
は
じ
め
、

山
形
県
議
会
議
員関

徹

戦
争
法
の
成
立
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
大
筋
合
意
な
ど
、
戦
後

年
の
昨
年
、
国
の
進
路

70を
危
う
く
す
る
重
大
な
悪

政
が
強
行
さ
れ
る
年
と
な

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
対

し
て
、
国
民
の
た
た
か
い

が
か
つ
て
な
い
形
で
発
展

す
る
、
希
望
の
広
が
る
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
う

し
た
歴
史
的
な
時
期
に
、

医
療
・
介
護
の
確
保
、
中

小
企
業
・
農
林
水
産
業
・

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

観
光
な
ど
の
振
興
、
雇
用

と
労
働
条
件
確
保
、
小
中

学
校
で
の
学
力
競
争
強
化

阻
止
、
発
達
障
害
者
支
援

等
々
、
県
民
の
暮
ら
し
を

守
る
施
策
を
県
議
会
で
主

張
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。夏

の
参
院
選
、
来
る
べ

き
衆
院
選
で
自
公
政
権
に

審
判
を
下
し
、
新
し
い
政

治
を
切
り
開
く
年
に
す
る

た
た
か
い
に
勇
躍
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
今

年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

日本共産党鶴岡市議団（左から菅井巌、加藤太一、加藤鉱一）



月
１
日
開
会
の
鶴
岡

12
市
議
会

月
定
例
議
会
が

12

日
閉
会
し
ま
し
た
。

18

月
議
会
で
は
市
長
提

12
案
の
議
案

件
を
可
決
・

27

同
意
し
ま
し
た
。

議
会
提
案
で
は
、
議
会

か
ら
の
農
業
委
員
の
推

薦
、
政
府
等
へ
の
意
見
書

２
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
加
藤
鉱
一
議
員
が
総

括
質
問
・
一
般
質
問
を
行

い
、
加
藤
太
一
議
員
、
菅

井
巌
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

議
案
へ
の
態
度
で
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入

に
係
わ
る
市
税
条
例
の
改

正
・
個
人
番
号
条
例
の
制

定
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
廃
止
の
立
場
か
ら
反
対

し
ま
し
た
。

ま
た
、
下
水
道
使
用
料

金
の
引
き
上
げ
、
藤
島
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
商
業
施

設
の
普
通
財
産
化
、
大
山

公
園
な
ど
の
都
市
公
園
の

指
定
管
理
制
度
の
導
入
に

反
対
し
ま
し
た
。

請
願
で
は
、
戦
争
法
廃

止
を
求
め
る
請
願
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
に
関
す
る
請
願
、
読
書

の
ま
ち
宣
言
を
求
め
る
請

願
の
紹
介
議
員
と
な
り
採

択
の
た
め
に
奮
闘
し
ま
し

た
。戦

争
法
廃
止
の
請
願
は

不
採
択
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関

す
る
請
願
及
び
読
書
の
ま

ち
宣
言
を
求
め
る
請
願
は

継
続
審
査
に
な
り
ま
し

た
。

2015年12月議会　会派で賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）
無 無 市民クラブ 共産党 政友公明 新政クラブ
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十
嵐
一
彦

佐

藤

博

幸

佐

藤

久

樹

小
野
寺
佳
克

本

間

信

一

本
間
新
兵
衛

齋

藤
　

久

渋

谷

耕

一

今

野

良

和

神

尾
　

幸

上
野
多
一
郎

佐

藤

文

一

戦争法の廃止を国に求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

マイナンバー制度を前提に国に自治体の負担軽

減を求める意見書
● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ○ ○

長

マイナンバー制度による市税条例改正や個人番

号条例の制定
○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ○ ○

下水道使用料の統一で旧町村は20㌧以上を値

上げし県下一高い料金に
○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ● ● ● ● ○ ○

藤島ふれあいセンターの商業施設を行政財産

から普通財産に変え民間貸付(※)
● ● ● ● ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

大山公園など都市公園の指定管理制度の導入 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○ ● ● ● ○ ○

※行政財産＝直接公の目的のための公有財産。　普通財産＝行政財産以外の公有財産。貸付けや売払い、譲渡など経済的価値の保全活用ができる

と
生
活
を
破
壊
す
る
こ
と

に
お
い
て
根
っ
こ
は
同
じ

だ
と
考
え
ま
す
。

国
民
無
視
の
ア
ベ
政
治

の
暴
走
を
止
め
、
憲
法
が

生
き
る
政
治
を
実
現
さ
せ

る
た
め
に
国
民
連
合
政
府

を
実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

「
自
分
た
ち
の
声
で
政

治
は
変
え
ら
れ
る
。
」
参

議
院
選
挙
は
そ
ん
な
歴
史

的
な
戦
い
に
な
る
は
ず
で

す
。
私
も
、
持
て
る
力
の

す
べ
て
を
使
い
訴
え
て
い

き
ま
す
。

参
院
選

山
形
選
挙
区
予
定
候
補

石
山
ひ
ろ
ゆ
き

日
々
訴
え
を
続
け
て
い

る
山
形
で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の

不
安
が
広
が
っ
て
い
る
の

を
感
じ
ま
す
。
ま
た
、
戦

争
法
に
つ
い
て
も
同
様
で

す
。
ど
ち
ら
も
国
民
の
命

参
院
選

比
例
代
表
予
定
候
補

い
わ
ぶ
ち
友

戦
争
す
る
国
づ
く
り
を

許
さ
な
い
と
い
う
空
前
の

た
た
か
い
は
強
行
採
決
後

も
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま

す
。
国
民
の
た
た
か
い
が

政
治
を
動
か
し
て
い
る
こ

と
に
胸
を
熱
く
し
て
い
ま

す
。い

よ
い
よ
参
議
院
選
挙

の
年
で
す
。
東
日
本
大
震

災
津
波
と
原
発
事
故
か
ら

５
年
と
い
う
節
目
を
迎
え

ま
す
が
、
被
災
地
の
切
り

捨
て
と
原
発
再
稼
働
が
す

す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同

時
に
国
民
の
声
を
ふ
み
に

じ
り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
消
費
税
増

税
な
ど
を
強
行
し
よ
う
と

す
る
安
倍
政
権
。

戦
争
法
廃
止
、
安
倍
政

権
を
倒
す
た
め
に
国
民
連

合
政
府
を
実
現
さ
せ
よ
う

で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ

の
た
め
に
も
参
議
院
選
挙

勝
利
に
む
け
て
全
力
で
が

ん
ば
り
ぬ
き
ま
す
。

参
議
院
議
員

紙

智
子

戦
争
法
を
廃
止
す
る
国

民
連
合
政
府
を
実
現
す
る

年
に
！
そ
ん
な
思
い
で
新

年
を
迎
え
ま
し
た
。
昨
年

は
い
っ
せ
い
地
方
選
で
青

森
、
秋
田
、
山
形
の
前
進
、

続
く
岩
手
、
宮
城
、
福
島

と
被
災
地
で
の
大
き
な
躍

進
。
安
倍
政
権
の
暴
走
政

治
ス
ト
ッ
プ
、
被
災
地
の

復
興
を
と
い
う
県
民
の
皆

さ
ん
の
意
思
を
示
し
、
国

民
の
皆
さ
ん
と
の
共
同
の

広
が
り
を
示
し
ま
し
た
。

こ
の
流
れ
を
発
展
さ

せ
、
今
年
は
参
議
院
選
挙

で
、
い
わ
ぶ
ち
友
さ
ん
を

必
ず
国
会
に
送
り
出
し
、

全
国
比
例
で
８
人
全
員
当

選
、
選
挙
区
で
の
勝
利
を

勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
！

Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
の
撤
退
、

被
災
地
、
福
島
切
り
捨
て

を
許
さ
ず
、
東
北
の
心
を

国
政
に
！
私
も
全
力
を
尽

く
し
ま
す
！

（
２
０
１
６
新
年
の
決
意
、
１
面
の
つ
づ
き
）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
12月17日入札分

・市集落排水事業 羽黒中央地区農業集落排水処理施設 太陽光発電・避雷設備工
事（羽黒町狩谷野目地内）
アベ電工(株) 38,800,000円（40,119,000円）工期～28/3/31（落札率96.7％）
・市公共下水道事業 汚水2Ｅ062－1号ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟほか改良工事（大宝寺地内）
保留 － （37,950,000円）工期～28/3/28

・市集落排水事業 羽黒中央地区管路施設10号新設工事(その２)（羽黒町荒川地内）
(株)丸元建設 11,950,000円（12,340,000円）工期～28/3/18（落札率96.8％）
・市集落排水事業 羽黒中央地区管路施設6号新設工事（羽黒町狩谷野目ほか地内）
十和建設(株) 11,500,000円（11,909,000円）工期～28/3/25（落札率96.6％）


